
¦ 5. 1次変換と部分空間 ２０１２年度後期 線形代数 II（木 3限）

1 指定された行列で表される 1次変換によって「F」の文字がどのように変換されるかを図示せよ．
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a) 左で考察した１次変換で，平面上のすべてのベクトルは y D 1
2
x 上に移されることを示せ．

b) 左で考察した１次変換で，E0に移されるベクトルをすべて求めよ．

【裏に続く】
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Aを用いて Ex 7! AEx で定義される１次変換を fA とする．
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Aとおく．行列 Aはこれらのベクトルを並べてできた

行列である．このとき，fA の像 ImfA は部分空間 hEa1; Ea2; Ea3iに一致することを用いて，ImfA の基

底を求めよ．

b) ベクトル Eb D
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A が fA の核 KerfA に入るための a; b; c の必要十分条件を連立 1 次方程式
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x � y � 2 z D 0

� x � 2 y � z D 0

�2 x � y C z D 0

を解くことにより求めよ．
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